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はじめに

2012年の児童福祉法改正により、児童デイサービスは再編
され、児童発達支援と放課後等デイサービスに区分されまし
た。児童発達支援は未就学児を対象に発達支援や家族支援、
地域支援を行うサービスとして整備されました。放課後等デ
イサービスは就学児を対象に放課後や長期休暇中の生活能力
向上や社会参加を促進するサービスとして創設されました。

現在は、本人支援だけでなく、家族支援、移行支援、地域
支援を含めた包括的な療育が重視されています。また、イン
クルージョンの理念のもと保育所・幼稚園・学校・医療・福
祉機関との連携を図りながら、地域の中で育ち暮らしていく
ことを支える仕組みへと発展しています。

この流れを一言で表すと、「施設中心の療育から、地域共
生社会を目指した地域中心の療育への転換」と言えます。



児童発達支援管理責任者の役割について

⑴ 主な業務
児童発達支援管理責任者は、利用児童一人ひとりに応じた支援計画

の作成や、アセスメント・モニタリングの実施を担います。また、保
護者への相談支援、職員への助言・指導、関係機関との連携や地域ネ
ットワークづくりなど、事業所全体の支援の質を高める中心的な役割
を担っています。

⑵ 資格要件
児童発達支援管理責任者には、利用者への支援に関する専門的な知

識や経験、職員を指導・育成する能力が求められます。そのため、一
定の実務経験を有し、都道府県等が実施する所定の研修を修了するこ
とが必要です。なお、事業所の管理者には必ずしもその資格要件は求
められておりません。



児童発達支援管理責任者の事業所間連携について

事業所間連携の主な目的は、利用児童の状況や支援方針について共通理
解を図り、統一した支援を行うことにあります。障がいのある子どもの多
くは、複数の事業所や関係機関を利用しています。それぞれの事業所が独
自の支援を行うだけでは、支援内容にばらつきが生じたり、子どもや家族
が混乱したりする可能性があります。そのため、各事業所が支援目標や課
題を共有し、同じ方向性のもとで支援を実施することが重要です。また、
事業所間連携は、子どもの多面的な理解にもつながります。家庭や学校、
各事業所では異なる姿を見せることが多く、一つの事業所だけでは把握で
きない情報もあります。関係者が情報を持ち寄ることで、子どもの強みや
課題、環境要因などをより正確に把握することができ、適切な支援計画の
作成や見直しに役立てることができます。さらに、ライフステージの移行
を円滑に進めることも重要な目的の一つです。児童発達支援から放課後等
デイサービスへの移行、小学校から中学校への進学など、子どもの成長に
伴う環境の変化に際して、支援の継続性を確保するためには事業所間の情
報共有が欠かせません。これにより、新たな環境においても子どもが安心
して生活できるよう支援することができます。



事業所間連携を継続的に運営するためのポイント
⑴連携の目的を明確にする
なぜ連携するのか、を関係者間で共有することが最も重要です。単なる

情報交換ではなく、具体的な目的を明確にすることで連携の意義が見え

やすくなります。

⑵顔の見える関係づくりを大切にする
日頃から担当者同士が気軽に相談できる関係を築いておくことが重要で

す。定期的な会議だけでなく、研修会や意見交換会などを通じて相互理

解を深めることで、連携が円滑になります。

⑶役割分担を明確にする
誰が何を担うのかを整理し、それぞれの事業所の役割を確認します。

⑷会議は「課題解決型」で実施する
情報報告だけで終わる会議ではなく、「何が課題なのか」「誰が何を行

うのか」を具体的に協議し、次の行動につなげることが重要です。



⑸小さな成果を共有する
連携によって本人や家族の支援が上手くいったなどの成果を関係者で共

有することで、連携の意義を実感でき、継続する動機づけになります。

⑹定期的な振り返りを行う
連携の方法や頻度が適切かを定期的に評価し、改善を図ることが必要で

す。「連携が機能しているか」を確認する機会を設けることで形骸化を

防ぐことができます。

⑺相談員（計画・委託）や基幹相談支援センターを活用する
中立的な立場で全体調整を行う計画や委託、基幹相談支援センターも必

要に応じて活用します。（市町村協議会の中に位置づける）

⑻無理なく続けられる仕組みを作る
頻繁な会議や過度な書類作成は継続が困難になります。Zoomの活用や情

報共有様式の統一など、効率的な連携方法を取り入れることが長続きの

秘訣です。



相談員（基幹・委託・計画）と児発管の連携について

ケアマネジメント手法の担い手＝相談支援専門員（サビ児管）

相談支援専門員はふたつの役割に分かれます

委託相談支援専門員と計画相談支援専門員

⑴委託相談支援専門員は相談の入り口を担い、その生活課題の交通整

理を行います。

⑵計画相談支援専門員は整理された課題の解決（軽減）に向けて、

障がい児支援利用計画を作成し、必要とされるサービス（児発管）

に繋げていきます。

⑶児童発達支援管理責任者は計画相談員が作成した障がい児支援利用

計画を基に、個別支援計画書を作成します。

その際、本人支援、移行支援、家族支援、地域支援の視点を踏まえ

ながら支援内容を具体化し、必要に応じて計画相談員、委託相談員、

基幹相談支援センター等と連携を図り、関係機関が一体となった支

援体制の構築に努めます。



今後更に求められる移行支援について

報酬改定に求められる療育について

改めて「発達支援（本人支援・移行支援）」

「家族支援」「地域支援」について考える



発達支援（本人支援）の5領域のpoint
⑴健康・生活
健康状態を把握し、それに伴う睡眠、食事、排泄の個別療育から集団生活へ向けての体験や
訓練を通して基本的な生活スキルを習得する。また、必要に応じて特性に応じた環境整備
を行う

①健康状態の把握
健康な心と体を育て自ら健康で安全な生活を作り出すことを支援する。また、健康状態の
常なるチェックと必要な対応を行う。その際、意思表示が困難である子どもの障害の特性
及び発達の過程・特性等に配慮し、小さなサインから心身の異変に気づけるよう、きめ細
かな観察を行う。

②健康増進
睡眠、食事、排泄等の基本的な生活のリズムを身に付けられるよう支援する。また、健康
な生活の基本となる食を営む力の育成に努めるとともに、楽しく食事ができるよう、口腔
内機能・感覚等に配慮しながら、咀嚼・嚥下、姿勢保持、自助具等に関する支援を行う。
さらに、病気の予防や安全への配慮を行う。

③リハビリテーションの実施
日常生活や社会生活を営めるよう、それぞれの子どもに適した身体的、精神的、社会的訓
練を行う。

④基本的な生活スキルの習得
身の回りを清潔にし、食事、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的技能を獲得できる
よう支援する。

⑤構造化等により生活環境を整備する
生活の中で、さまざまな遊びを通して学習できるよう環境を整える。また、障害の特性に
配慮し、時間や空間を本人に分かりやすく構造化する。



⑵運動・感覚
姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢 の運動・動作の改善
及び習得、関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化を図る

①姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
姿勢の保持や各種の運動・動作が困難な場合、姿勢保持装置など、様々な補助
用具等の補助的手段を活用してこれらができるよう支援する。

②身体の移動能力の向上
自力での身体移動や歩行、歩行器や車いすによる移動など、日常生活に必要な移
動能力の向上のための支援を行う。

③保有する感覚の活用
保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊び等を通して支
援する。

④感覚の補助及び代行手段の活用
保有する感覚器官を用いて状況を把握しやすくするよう眼鏡や補聴器等の各種
の補助機器を活用できるよう支援する。

⑤感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応
感覚や認知の特性（感覚の過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整
等の支援を行う。



⑶認知・行動
感覚や認知の活用
視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す
支援を行う。

①知覚から行動への認知過程の発達
環境から情報を取得し、そこから必要なメッセージを選択し、行動につなげるという一連
の認知過程の発達を支援する。

②認知や行動の手掛かりとなる概念の形成
物の機能や属性、形、色、音が変化する様子、空間・時間等の概念の形成を図ることによ
って、それを認知や行動の手掛かりとして活用できるよう支援する。

③数量、大小、色等の習得
数量、形の大きさ、重さ、色の違い等の習得のための支援を行う。

④認知の偏りへの対応
認知の特性を踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援し、認知の偏り
等の個々の特性に配慮する。 また、こだわりや偏食等に対する支援を行う。

⑤行動障害への予防及び対応
感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生ずる行動障害の予防、及び適切行
動への対応の支援を行う。



⑷言語・コミュニケーション（知的・身体障がいによって生じるコミュニケーションの課題）

言語の形成と活用
具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける等により、体系的な言語の習得、自発的な
発声を促す支援を行う。

①受容言語と表出言語の支援
話し言葉や各種の文字・記号等を用いて、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えた
りするなど、言語を受容し表出する支援を行う。

②人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得
個々に配慮された場面における人との相互作用を通して、共同注意の獲得等を含めたコミ
ュニケーション能力の向上のための支援を行う。

③指差し、身振り、サイン等の活用
指差し、身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する。

④読み書き能力の向上のための支援
発達障害の子どもなど、障害の特性に応じた読み書き能力の向上のための支援を行う。

⑤コミュニケーション機器の活用
各種の文字・記号、絵カード、機器等のコミュニケーション手段を適切に選択、活用し、
環境の理解と意思の伝達が円滑にできるよう支援する。

⑥手話、点字、音声、文字等のコミュニケーション手段の活用
手話、点字、音声、文字、触覚、平易な表現等による多様なコミュニケーション手段を活
用し、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する。



⑸人間関係・社会性
アタッチメント（愛着行動）の形成
人との関係を意識し、身近な人と親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として、周囲の
人と安定した関係を形成するための支援を行う。

①模倣行動の支援
遊び等を通じて人の動きを模倣することにより、社会性や対人関係の芽生えを支援する。

②感覚運動遊びから象徴遊びへの支援
感覚機能を使った遊びや運動機能を働かせる遊びから、見立て遊びやつもり遊び、ごっこ
遊び等の象徴遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援する。

③一人遊びから協同遊びへの支援
周囲に子どもがいても無関心である一人遊びの状態から並行遊びを行い、大人が介入して
行う連合的な遊び、役割分担したり、ルールを守って遊ぶ協同遊びを通して、徐々に社会
性の発達を支援する。

④自己の理解とコントロールのための支援
大人を介在して自分のできること、できないことなど、自分の行動の特徴を理解するとと
もに、気持ちや情動の調整ができるように支援する。

⑤集団への参加への支援
集団に参加するための手順やルールを理解し、遊びや集団活動に参加できるよう支援する。



発達支援（移行支援）
地域社会で生活する平等の権利の享受と、地域社会への参

加・包容 (インクルージョン)の考え方に立ち、障害の有無に
かかわらず、全ての子どもが共に成長できるよう、障害のあ
る子どもに対する「移行支援」を行う。可能な限り、地域の
保育、教育等の支援を受けられるようしていくとともに、同
年代の子どもとの仲間作りを図っていくことが必要。また、
児童発達支援においては、障害のある子どもの発達の状況や
、家族の意向をアセスメントし、地域において保育・教育等
を受けられるように保育所等への支援を行う「後方支援」の
役割が求められている。 

※保育⇒幼稚園⇒小学校⇒中学校⇒高校⇒社会
※児童発達支援から保育所へ
※放課後等デイ（低学年）から児童館へ
※放課後等デイ（高校生）から一般就労（福祉的就労）・福祉サービスへ



放課後等デイサービス（中高校期）における移行支援のポイント

⑴成長段階に応じた早期の準備

➀中学・高校期に入った段階から、将来を見据えた支援計画を意識する。

②「今できること」を評価しながら、進路や生活の選択肢を広げていく。

③早い段階で、本人・家族の希望を確認し、将来像を共有することが重要。

⑵本人主体の支援

➀進路の決定にあたっては、本人の意思と興味・関心を尊重する。

②自己選択・自己決定の機会を意図的に設ける。
例：体験活動・職場見学・地域交流などを通して、本人の「やってみたい」を引き出す。

⑶学校・家族・関係機関との連携（送り出し支援と受け入れ先支援の充実！）

※個別支援計画に基づいて、自立サポート計画を作成する（自立サポート加算・・

高校2年生～3年生対象）

➀特別支援学校・支援学級の担任や進路指導担当との情報共有を密に行う。

②家族の思いや不安を丁寧に聴き、進路に向けた協働体制を整える。

③就労支援事業所（就労継続支援B型・A型、就労移行支援など）や相談支援専門員とも

早期に連携する。



⑷社会生活スキル（ライフスキル）の育成

➀「働く」以前に、社会生活を送る上で必要な力を育てる。
例：時間を守る・報告・連絡・相談の練習

・身だしなみ・金銭管理・公共交通機関の利用

・対人スキルやストレス対処法の習得

②日常活動やグループワークを通じて、実践的な体験学習を重ねる。

⑸記録と計画の見える化

➀個別支援計画の中に「移行支援の視点」を明記する。

②進捗状況を定期的に振り返り、本人・家族と共有する。

③具体的な目標設定（例：○月までに職場見学実施、○年次に相談支援へつなぐ）を行う
。

⑹次のステージへの“橋渡し”

➀卒業前に、次の支援先と引き継ぎ会や合同面談を設定。

②生活・就労・通所などの「移行後の支援体制」を途切れなくつなぐ。

③支援者同士が共通理解をもって、本人を中心にした支援を継続する。

※放課後等デイサービスの移行支援は「子どもの成長を“今”だけで完結させない」「未来

につながる力を育てる」ことが目的です。本人の可能性を広げ、卒業後も自分らしく生き

られるよう、関係機関の連携と本人主体の支援が最も重要なポイントになります。



家族支援について

⑴家族の精神的援助と子育て支援・・障害の理解と受容を進める

アタッチメント（愛着行動）の形成

※乳幼児期における親との関係性を確認・・安心の土台

※安心の土台＝子どもが不安を抱いている時に大人がどう寄り添うか

がポイント

⑵親子のやり取り遊びがコミュニケーションの始まり

日常のいろんな場面で子供の気持ちやその行動に言葉を添えてあげましょう！

①朝起きたとき：おはようよく眠れたね～ お目々ぱっちりだね～ 今日も元気だね～

②おむつを変えた時やお顔を拭いたとき：気持ちいいね～ すっきりしたね～

③着替えのとき：お洋服着ようね～ かっこいいね～ 自分でできたね、すごいね～

④食事のとき：おなかすいたね～ 美味しいね～ 大きくなるね～

⑤抱っこをするとき：抱っこ大好きだね～ 抱っこぎゅーっ！ あったかいね～

⑥お風呂のとき：お湯があったかいね～ 気持ちいいね～ きれいになったね～

⑦絵本を読むとき：わんわんいたね～ 次はどうなるかな～ 面白いね～



⑧おもちゃで遊ぶとき：車がビューンって走ったね～ 積み木高く積めたね～

⑨お出かけするとき：今日は公園に行こね～ 陽ざしがまぶしいね～ 風が心地いいね～

⑩ボール遊びのとき：ボールころころ転がったね～ ボール取れたね、嬉しいね～

⑪お友達と遊ぶとき：一緒に遊べて楽しいね～ お友達におもちゃ貸してあげたね～

⑫泣いているとき：悲しかったね～ びっくりしたね～ 大丈夫だよ、安心してね～

⑬できたとき・成功したとき：やったね～ できて嬉しいね～ よく頑張ったね～

⑭寝る前：今日はたくさん遊んだね～ 楽しかったね～ おやすみなさい・・

大切なのは、子どもに質問をたくさんすることではなく、「今、あなた
はこう感じているんだね」「こんなことをしているんだね」と子どもの気
持ちや行動を代弁してあげることです。その積み重ねが、安心感や言葉の
理解、コミュニケーションの発達につながります。



⑵兄弟姉妹への支援・・家族機能の維持

①姉（中２）将来結婚できないかも⇒親亡き後、弟のお世話をお願いされている

②兄が自閉症、その弟が学校でいじめ⇒不登校⇒兄への暴力⇒母親の養育能力の限界

⑶福祉的・経済的・医療的支援の必要な場合その機関と連携
〇ネグレクト、虐待の早期発見へ・ちょっとでも疑わしいと思ったら相談してください！

⑷保護者のエンパワメント→父親の支援

〇養育のKPの8割強は母親⇒母親のレスパイトを兼ねて父親のエンパワメントは重要！

⑸母子通園から母子分離→保護者へ見通しを持たせることが大事

〇ピアカウンセリングの視点・・先輩ママのとの交流会（勉強会）等を企画する



地域支援について～システムづくり～

地域自立支援協議会の活用・・社会資源開発

①日頃から障がい児（者）を取り囲む関係機関と繋がり、その信

頼関係を構築する

②定期的開催される担当者会議（モニタ会議）には積極的に

参加する（必要に応じてその会議開催を呼びかける）

③利用者個々の支援を通して、その地域づくりの協議があった

場合、積極的にその協議の場（地域自立支援協議会）へ参画

する



地域自立支援協議会とは・・？
『個別支援会議から持ち上げられた課題について地域全体の

課題として普遍化（一般化）していくシステムである。』

地域自立支援協議会には、大きく分けて 6 つの機能（①情

報機能、②調整機能、③開発機能、④教育機能、⑤権利擁護

機能、⑥評価機能）があります。

地域自立支援協議会は、共通の目的である障がいのある人が普通に暮らせ
る地域づくりを目指して、情報を共有して、具体的に協働することで、地
域の支援体制のレベルアップを図っていくことになります。

中部圏域の協議会で協議された主な社会資源

①こどもの緊急時預かり（地域生活拠点等整備） ②こども関係事業所紹介の冊子づくり

③高校生の社会体験教室（お仕事体験） ④放課後の居場所づくり（学童・児童館その他）

⑤兄弟支援の会 ⑥独自の雇用促進事業（一般就労支援） ⑧通学支援（医ケア児・行動障害）

⑨児童発達支援センター等の設置



地域自立支援協議会の目的・機能

情報機能：地域の現状・課題等の情報共有と情報発信（支援する利用者の地域生活の実情について把握する）

※多くの支援者が支援されている利用者の地域課題を発信（委託・計画相談員と連携）

調整機能：地域の関係機関によるネットワークの構築 ・困難事例への対応の在り方
について協議、調整する 

※地域の関係機関によるネットワーク構築・困難事例への対応のあり方に対する協議、調整 
（各部会の充実）・・地域課題を普遍化する

開発機能：地域の社会資源の開発、改善 （フォーマルとインフォーマルサービスのバランス良い活用）

※示された個別課題を資源化する

教育機能 ：構成員の資質向上の場としての活用 （相談員・サビ児管等勉強会或いは情報交換会）

※事例検討会の充実

権利擁護機能：権利擁護に関する取り組みを展開する
※障がい者の権利条約（障がい者の平等な社会参加の権利と必要な措置）と総括所見

185ヶ国と１地域（EU）令和３年度、総括所見の第１条から第33条すべての条項で懸念と勧告
されました（医学モデルからの脱却等）ICF＝生活機能モデルへ

評価機能：委託相談支援事業者・指定特定相談支援事業者等の運営評価（相談支援体制の評価）

※各部会で協議された内容を評価する（部会運営の形骸化を注視する）



今後、事業所に求められる地域診断の視点！

（インフォーマル資源の有効活用）



公的福祉サービス以外の選択肢をどれだけ提示できるか

～地域を歩いて得られる情報を集めていくための仕組み、情報交換の場は必要！～

乳幼児期の場合

＊他の子に手が出てしまうタイプの子どもを連れて行きやすい公園。

＊体幹がぐらつきやすく、腕の力が弱い子でも乗れるブランコのある公園。

＊手つなぎが苦手な子どもでも連れて行きやすい散歩コース。

＊障害児の受け入れに前向きな幼稚園、保育所、認定こども園情報。

ニーズ：手つなぎなしで散歩コースを歩いたり公園で思いっきり遊びたいな～



学童期（小学校期）の場合

学童期の地域の情報は、日頃から丁寧に聞き込み調査を重ねていくことが必要！

＊ダンススクール、スイミングスクール等々有料のスポーツ系教室。

＊公文などの学習塾、個別学習塾、英会話塾等々のお勉強関係の有料教室。

＊放課後児童クラブ、地域の児童館、公民館の子ども向けイベントの開催。

＊地域の野球・サッカー、ボーイスカウト、絵画等のボランティアで行なってい

るクラブ活動。

＊不登校の子どもの受け入れを行なっている寺子屋活動。

＊子ども食堂

ニーズ：ダンスやプールで泳ぐことが好きなので一人で地域のスクールに行けるようになりたいな～



学童期（中学・高校期）の場合

中学・高校期に係る情報は、様々な親の会や地域の青年会や婦人会等との連携が必須！

＊パソコン、囲碁、将棋、自転車、剣道、空手クラブ等

＊クッキング、刺繍、アニメーション関係、鉄道等（趣味を広げていく教室）

＊カラオケ、図書館、ゲームセンター等家庭以外の居場所。

＊通信制の高校に関すること。

＊私立高校、専門高等学校、専門学校、大学に関すること。

＊職業体験できる場に関すること。

ニーズ：学校卒業後の進路について、一緒に考えてほしいな～（できれば職業体験もしてみたいな～）



個別支援計画全般に係る留意点 

〇個別支援計画の作成に当たっては、こどもの意思の尊重（年齢及び発達の程
度に応じた意見の尊重等）及びこどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ
て作成することが必要である。
〇それぞれの記載項目について、こどもと家族の意向とアセスメントを踏まえ
て、つながりを持って作成していくことが必要である。
〇「利用児及び家族の生活に対する意向」も踏まえて「総合的な支援の方針」
を設定し、それを受けた「長期目標」「短期目標」それを達成するための「支
援目標及び具体的な支援内容等」を設定すること。
〇５領域（「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・ コミュニ
ケーション」「人間関係・社会性」）の視点等を踏まえたアセスメントを行っ
た上で、５領域の視点を網羅した支援を行うことが必要である。この際、５領
域の視点を持ちながら、こどもと家族の状況を多様な観点・情報から総合的・
包括的に確認・分析してそのニーズや課題を捉え、そこから必要な支援を組み
立てていくことが重要であり、単に５領域に対応する課題や支援への当てはめ
を行うだけのアセスメント・計画作成にならないよう留意すること。なお、発
達支援は個々のこどもへのアセスメントを踏まえたオーダーメイドの支援を行
うものであり、支援目標や支援内容がそれぞれのこどもについて同一のものと
なることは想定されないこと。



○「支援目標及び具体的な支援内容等」においては、発達支援の基本となる「本
人支援」「家族支援」「移行支援」について必ず記載すること。
また、「地域支援・地域連携」（例：医療機関との連携等）については、必要に
応じて記載することとするが、関係者が連携しながらこどもと家族を包括的に支
援していく観点から、当該事項についても積極的に取り組むことが望ましい。

〇アセスメントに基づくこどもの状態像の把握を適時に行いながら、 PDCAサイ
クル（Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action （改善）で構 成さ
れるプロセス）により支援の適切な提供を進めることが必要である。個別支援計
画の作成後も、こどもについての継続的なアセスメントによりこどもの状況等に
ついて把握するとともに、計画に基づく支援の実施状況等の把握を行い、モニタ
リングの際には、作成した 個別支援計画に定めた支援目標に対する達成状況等の
評価を行い、これを踏まえて個別支援計画の見直しを行うこと。



検討1 ご本人さんとコミュニケーションをとる方法について

コミュニケーションには、言語的なコミュニケーション、本人の
独特なコミュニケーション、非言語的なコミュニケーション（ジェ
スチャーや絵カード、顔の表情、ほほの強張り・緊張など）といっ
たコミュニケーションがあります。

選択された事例は、どのようなコミュケーション方法を望まれるの
でしょうか・・？

意思疎通支援

今一度確認します・・意思決定支援について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実体験を入れる。例えば、旭さんのような事例。場面設定、
言いたいこと⇒チャレンジしたり、失敗する権利を守る。保障することが大切。まずはやってみること！！





①意思疎通支援とは本人とのコミュニケーションをとる工夫をする。
　コミュニケーションには、言語的なコミュニケーションや本人の独特なコミュニケーション、非言語的なコミュニケーション（手話や筆記、顔の表情、ほほの強張り・緊張など）
　ご本人が受け取りやすいまたは、発信しやすい方法を工夫しながら意思の疎通を図ることが大切です。
　意思疎通の機会が限られると、様々な支援が得られにくくなるため、ご本人が十分に理解し、保持し、比較し、実際の決定できるよう配慮していく必要があることから
　意思疎通の支援は極めて重要になります。



検討2 ご本人さんの動機を高め、想いを形づくりする方法について

色々な生活体験を重ねることで、その想いを現実的にイメージす
ることができるようになります。また、ご本人さんが十分に検討で
きるだけの選択肢を示したりすることが大事な支援になります。

例えば、ピアサポーターやピアカウンセラーとの面談、当事者会へ
の参加、本人の希望する活動に似たような経験のある人と接する、
実際の活動風景を見に行く等々、より具体的にそのイメージが持て
るようにサポートします。

選択された事例は、どのような動機付けが必要とされるのでしょ
うか・・？

意思形成支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
②意思形成支援では、本人の動機を高め、想いを形づくっていきます。
　色々な生活体験を重ねることで、その想いを現実的にイメージすることができるようになる。また、ご本人が十分に検討できるだけの選択肢を示したりすることが大事な支援になります。
　ピアサポーターやピアカウンセラー、当事者会、本人活動のグループなど似たような経験のある人と接することで具体的なイメージを持つことができ意思決定支援の助けになります。
　



検討3 ご本人さん自らの想いを表現できるその環境整備について

信頼関係を構築し、そのサービス内容の同意を得る意思表明支援は
、その意思が何度変わっても良い事を保証することが大事です。

その変わっても大丈夫という安心感の先に「～したい」という自ら
の希望を口にすることができます。

選択された事例は、どのように信頼関係を構築するのでしょうか・
・その方法について、今一度考えてみましょう！

・支援者からの助言は少なく、常に傾聴する姿勢

・面談の際は、常に笑顔を心掛ける姿勢

・ご本人の趣味や特技を話題にする

意思表明支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
③意思表明支援・・・本人が自ら想いを表現できるよう環境を整えていく必要があります。
　意思表明の支援は、意思の疎通、意思確認、意思決定機会の保証の３つに分けて考えられる。
　意思決定は自分の力で行うものであっても、誰かの助けを借りることがほとんどであることから、意思の疎通が欠かせないため、
　表情や仕草、眼の動き、身体の動きなどから、本人が何を伝えようとしているのか、何を感じているのかを繰り返し確認することが大切です。
　また、それと同時に考えを変えても良い事を保証することが大事で、考えを変えても良いと安心できるからこそ「～したい」という希望を口にすることができることで、より一層、具体的に想いをくみ取ることができるようになります。



検討4 ご本人さんの想いを共に実現する方法について

ご本人さんの表出した意思（ニーズ）の実現に向けて、段階的に
進めていきます。その際、その手だてについて、ご本人さんにどの
ように伝えた方が良いでしょうか・・？

例えば

⑴車の免許をとる手だて ⑵町のパン屋さんに就職する手立て

⑶一人暮らしを始める手だて ⑷地域のエイサーに参加する手立て

※思いを実現する為のリスクが想定された場合、そのリスクもしっ

かりお伝えしましょう。

意思実現支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
④意思実現支援・・・本人の想いを支援者がともに実現していく。
　表出した意思を実現するための手段を提供することや、ご本人の想いを現実的に実現できるよう具体化していくことが大切になります。
　実現する可能性がとても低いからといって、判断能力が乏しいと決めつけず、そのリスクを丁寧に説明するといった支援が必要になる事もあります。



≪検討≫
皆様が作成された個別支援計画書について、ご本人やご家族に丁寧な説明を行っ
ていますか。また、計画の内容を分かりやすく伝えるために、どのような配慮や
工夫をされていますか、改めて振り返ってみましょう。

その配慮と工夫について、まとめてみましょう！（意思決定支援をイメージ）

例えば・・
配慮すべき点

①ご本人に合わせて時間と場所を設定する
②保護者とのやり取りだけにならないよう注意する（母親が語りだすストップがきかない）
③専門用語（難しい言葉）は使わないようにする
④面談の際は、常に笑顔を心掛ける
⑤お話しする際は、語尾を下げた方が良い（逆に語尾を上げた方が良い）
⑥自分の気持ちを伝える事が苦手なので、焦らずゆっくり確認しましょう

工夫すべき点
①支援内容をお伝えする際、絵カードや写真を活用する（本人独特のコミュニケーション方法がある）
②使用する様式は児童が興味を示すようにアレンジする（イラストを多くする）
③活動のイメージがしやすいように動画を見ながら確認する（動機付けの工夫）
④お兄ちゃんとの相性は抜群なので、同席を依頼し、場の雰囲気意を和ませてもらう
また、ニーズを再確認する際、お兄ちゃんにその補足をお願いする

⑤模造紙を活用し、視覚的にわかりやすいようにまとめる



最後に・・
障がい児支援利用計画について

（参考）



≪プロフィール≫

K君 8歳 男性 区分１ 手帳無

≪障害状況≫

〇注意欠陥・多動性障害

※小学校３年から特別支援学級に在籍。不登校気味・だが、現在は時差登校しながら通って
いる（特に休み明けは休みがち）。また、集団が苦手。協力学級では穏やかに過ごせない
状況。性格はおとなしく、大人の言うことには反抗せず従うタイプ。

≪家族構成≫

父（45歳 警備の仕事 夜勤帯がほとんど）母（39歳 スーパーのバイトを掛け持ち）

本人（9歳 〇〇小学校４年生）次男（7歳 〇〇小学校２年生）の4人家族

≪本児の思い≫

⑴児童館の館長さんが大好き・・館長さんと沢山お話ししたい。（本児の良き理解者）

⑵児童館にくる地域の友達とドッジボールや鬼ごっこをしていっぱい遊びたい。

⑶お母さんに優しくなってもらいたい（お母さんは僕のことよりも弟のことが好きなので、
弟に意地悪したくなる。）

≪関係機関≫

団地の自治会長のCさん・・憧れの存在

学校・・学校に登校できたら楽しく過ごせる（通常学級は苦手）

児童館・・スタッフMさん（良き理解者）

弟の友達・・本児は友達と思っているが・・？

計画相談員・・障がい児支援計画の作成

放課後等デイ・・個別（療育）支援計画の作成



障がい児支援利用計画のモデル事例

利用者及びその家族の生活に対する意向（希望する生活）

≪本児の思い≫
僕は、児童館の館長さんが大好きです。館長さんはぼくの気持ちをわかってく

れて、話をよく聞いてくれます。もっとたくさんお話しして、いろんなことをわ
かってもらいたいです。児童館に来る地域の友達とも、ドッジボールや鬼ごっこ
をして思いきり遊びたいです。そうすれば、毎日がもっと楽しくなると思います
。お母さんには、ぼくにも優しくしてほしいです。ぼくが長男だからって、がま
んばかりするのはつらいです。弟のことばかり可愛がっているように感じると、
弟に意地悪したくなってしまいます。でもぼくはお母さんが大好きです。

≪母親の思い≫

本児は長男なので毎日遅刻せず学校行って、勉強してほしいと強く望んでいま
す。最近では、学習面について、他児との差に強い不安を抱いております。「こ
のままで将来やっていけるのか」「自立できるのか」との思いから厳しい躾につ
ながることもあり、自己嫌悪に陥いることもあります。



総合的な援助の方針

鬼ごっこの際、本児は他の児童を追いかけてタッチする際の力加減が難しく
、これまでに2度、相手の児童を転倒させてしまい、膝や肘に擦り傷を負わ
せてしまったことがありました。その都度、母親は怪我をしたお子さんとそ
の保護者に謝罪をし、児童館の館長に対しては「もう育児は疲れた」と、つ
らい胸の内を漏らす場面も見られました。また、そのような出来事の後、本
児は厳しく叱責され、児童館への利用を禁じられることとなりました。本児
は児童館が大好きであり、本来であれば安心して過ごせる場であるはずの場
所を失ってしまったことは、大きな喪失感となっていると考えられます。そ
こで今後は、放課後等デイサービスの療育プログラムを通して、他児との関
わり方や力加減の在り方を具体的に学び、集団の中でより良い関係性を築け
るよう支援していきます。また、母親自身にも育児に対する疲労やストレス
が見られることから、月に1回程度のペースで面談を実施し、子育てのポイ
ントや対応のコツについて助言を行うとともに、母親の気持ちに寄り添った
メンタルケアにも取り組んでいきたいと考えています。



長期目標
本児が児童館や学校のお友だちと楽しく過ごせるように、放デイ・学校・児童館のスタッフ
は常に連携し、それぞれの療育や教育の在り方を共有します。また、お母さんの子育ての不
安を軽減し、家庭における本児との関わり方も一緒に考えます。
必要に応じて、市町村に設置されている地域自立支援協議会と連携し、その体制整備を強化
していきます。誰にでも平等に接してくれる地域の区長さんに憧れているので、区長さんを
地域のキーパーソンとして活用できればと考えます。
短期目標
⑴当面は、放課後等デイサービスでの支援を中心に、療育的な関わりを行っていきます。具
体的には、感覚統合の難しさ（力加減における過敏さや鈍麻）への支援や、自分の行動を客
観的に捉える力の育成、また興奮時のコントロールが苦手な傾向（楽しさのあまり過度に力
が入ってしまう）への対応を行います。加えて、相手の反応に気づきにくい面（相手が嫌
がっている、痛がっていることへの気づきの難しさ）についても、他者との関わりを通して
少しずつ気づきを促し、適切な関係性を築く力を養っていけるよう支援していきます。
⑵放デイ・学校・児童館で活用している学びの支援ツール（絵カード・写真・タイマー・粘
土等）を共有します。時には児童館に放デイのスタッフが出向いて、遊びプログラムを一緒
に考えます。

⑶学校、放デイ、児童館がその支援に係る情報を共有し、保護者が一人で抱え込まずにすむ
よう、相談の場を定期的に設けたり、必要に応じて家庭での関わり方等を助言します。支援
者は保護者の不安を安心へと変えていく「伴走者」としての立場を大切にし、子どもを中心
に据えた温かな支援関係を築いていきます。
⑷夜間のゲーム遊びに関しては、本児の生活リズムを整えるためにも、ルールづくりが重要
です。今後は、母親の理解と協力を得ながら、一方的に制限するのではなく、本児自身が納
得し、自ら守ろうとする姿勢を育めるよう、丁寧に関わっていきます。優しく見守る支援を
通じて、本児の自己決定や主体性を尊重し、エンパワメントの向上を図っていきます。



本人のニーズ 課題 支援の方向性 サービス等 本人の役割

児童館のお友達
といっぱい遊べ
るようになりた
いな～（鬼ごっ
この際の力のコ
ントロールがで
きるようになり
たいな～）

鬼ごっこの際に他
の児童を追いかけ
てタッチする際、
本児は力加減が難
しく、2回ほどその
他児を転倒させて
怪我（膝と肘を擦
りむく）を負わせ
た事があります。
その都度、母親は
ケガをしたその子
と親御さんに謝罪
し、館長さんに
「もう育児は疲れ
た」と愚痴をこぼ
す場面があったと
のことです。その
際、本児も厳しく
怒られ、児童館に
行くことを禁じら
れています。

遊びの中で適切な関
わり方や力加減を身
につけられるよう、
「タッチは手のひらで
そっと行う」「押すの
は禁止」など、具体
的で分かりやすい
ルールを伝えます。
また、絵カードや写
真を用いて「よいタッ
チ」「だめなタッチ」を
視覚的に示し、理解
を促します。さらに、
鬼ごっこ等の活動に
参加する前には、先
生や支援者と一緒に
「タッチの練習」を行
い、模倣遊び（大人
の真似）を通して適
切な力加減を体感で
きるよう支援します。
加えて、風船をそっと
投げ合う遊びや粘土
遊びなど、身体感覚
を育てる活動を取り
入れながら、相手に
合わせた力加減を学
べるよう支援していき
ます。

放課後等デイサー
ビス 15日／月
（月・火・水）

月1回（第4金曜
日）は児童館のイ
ベントに参加する
（児童館のスタッ
フとは事前にその
調整を行う）

自分の思い（難し
い事や困ったこと
等）を話しやすい
先生に伝えるよう
にします。

※本児は大人の意
思決定にあまり抵
抗しない性格であ
るため、彼の意向
を尊重し、誘導し
すぎないように心
掛けます。総じて、
本児の現状や個性
に合わせたケアプ
ランを立て、本児
自身の意見を尊重
したアプローチが
求められます。



本人のニーズ 課題 支援の方向性 サービス等 本人の役割

学校のお友達と
も楽しく遊べる
ようになりたい
な～

他児との関わり
方が苦手で、例
えば、友達がア
ニメの話で盛り
上がっている中
に、突然ゲーム
の話を切り出す
ので嫌がられる
場面が多々見ら
れます。また、
通常学級では、
その場に馴染め
ず、時々授業中
の離席や教室か
ら出ていく行為
があります。

場面や状況を視覚的に
理解しやすいよう、
「会話のルール」や
「場に合った話題の選
び方」などを絵カード
やイラストを用いて学
びます。また、実際の
会話場面を想定した
ロールプレイ（ごっこ
遊び）を通して、「聞
く→うなずく→返す」
といった基本的なやり
取りを練習します。さ
らに、自分の好きなこ
と（ゲーム等）を相手
も楽しめる形で共有で
きるよう、「○○って
知ってる？」など質問
形式で伝える方法を学
びます。加えて、さま
ざまな場面における人
との相互作用を通して、
共同注意の獲得を含め
たコミュニケーション
能力の向上支援を行い
ます。

放課後等デイサー
ビス 15日／月
（月・火・水）

学校と連携を図り
ながら、児童のコ
ミュニケーション
能力の向上を目的
として、家庭や学
校、療育の場と同
じ支援ツールを活
用できるようにし
ていきます。共通
のツールを用いる
ことで、子どもが
安心して取り組め
る環境を整え、場
面に応じた適切な
関わり方や表現の
仕方を一貫して身
につけられるよう
支援していきたい
と考えています。

職員と一緒に振り
返りをします。

※活動後に「今日
の会話、どうだっ
た？」と一緒に振
り返る時間を取り、
「ここはよかった
ね」「ここは相手
が困っていたね」
など、成功体験と
改善点をわかりや
すく伝えます。



本人のニーズ 課題 支援の方向性 サービス等 本人の役割

本児はゲームに夢
中になると、その
区切りが分からず、
つい夜更かしをし
てしまいます。そ
のため、生活リズ
ムが乱れがちなる
のでそのルールづ
くりを、一緒に考
えてほしい。（母
親）

本児は早起きが苦
手で、時差登校
（午後からの登
校）が多くなって
おります。ゲーム
に夢中になるとつ
い夜更かしをして
しまい、その影響
で朝が起きれず、
学校に遅刻してし
まいます。その度、
母親は厳しく叱る
ことしかできず、
最近では親子関係
がぎくしゃくして
きています。本当
は仲良く過ごした
い気持ちもあるの
ですが、うまくい
かない日々が続き、
どうしたらよいの
か悩んでいます。

本人の意見を丁寧に聞
きながら、「〇時まで
なら利用してよい」な
ど具体的なルールを一
緒に決め、納得したう
えで取り組めるよう支
援します。また、ルー
ルは紙に書いて見える
場所に貼ったり、タイ
マー等を活用して視覚
的に分かりやすく示し
たりすることで、見通
しを持てるようにしま
す。さらに、「守れた
ら翌日も利用できる」
「守れなかった場合は
〇日間休む」など、予
測可能な仕組みを整え
ることで、ルール理解
と自己管理につなげま
す。加えて、睡眠や生
活リズムの重要性につ
いては、「朝起きられ
ないこと」を叱責する
のではなく、「起きら
れた日」と「起きられ
なかった日」の違いを
簡単な生活記録等で振
り返りながら、「よく
眠れた日のほうが体調
や気分が良い」ことを
本人自身が実感できる

よう支援していきます。

放課後等デイサー
ビス 15日／月
（月・火・水）

※学校と連携し、
「遅刻でもいいか
ら必ず登校する」
場合によっては、
「昼からでも登校
する」など柔軟な
対応をお願いし、
お互いの支援を共
有しながら生活習
慣改善のサポート
体制を構築します。

ゲームの時間や終
了の目安について、
本人と一緒にルー
ルを考えていきま
す。例えば、視覚
的に確認できるタ
イマーや予定表な
どのツールを活用
し、目で見て時間
の経過を意識でき
るようにすること
で、無理のない形
で自己管理の力を
育んでいきます。



本人のニーズ 課題 支援の方向性 サービス等 本人の役割

本児との関わり
方やその将来に
ついて一緒に考
えてほしい
（母親）

病院で注意欠陥・多動
性障害（ADHD）と診断
されたものの、まだそ
の特性を十分に理解で
きず、どうしても「怠
け癖」や「努力不足」
と捉えてしまう自分が
います。また、私自身
が一人で仕事と子育て
を両立しながら日々奔
走している状況の中で、
心身ともに疲れがたま
ると、つい子どもに強
く当たってしまうこと
があり、そのたびに自
己嫌悪に陥っています。
本当はもっと穏やかに
接したいという思いが
ある一方で、余裕のな
さがそれを許さず、ど
う向き合えばよいのか
模索しながら毎日を過
ごしています。

母親とのコミュニケー
ションを大切にし、感
情や不安を共有します。
母親が自分の気持ちを
素直に表現できる環境
を作り、対話を通じて
理解を促進します。母
親が子供の診断に対し
て感じるさまざまな感
情を受け入れることが
重要です。理解が進
むにつれて、これらの
感情に向き合い、受け
入れていくことが必要
です。母親の不安に対
して否定せず、共感を
もって耳を傾ける姿勢
です。不安の背景には、
「わが子を守りたい」
という強い愛情と責任
感があるため、それを
受け止めた上で、「お
子さんはこのように成
長していますよ」「今
ここが伸びてきていま
す」と、日々の様子や
肯定的な変化を具体的
に伝えていくことが信
頼関係を築く鍵となり
ます。

放課後等デイサー
ビス 15日／月
（月・火・水）

月一回の面談を行
います。
面談日は母親のお
仕事の休みに合わ
せて実施します。

母親の厳しいしつ
けの中には、子ど
もを思う深い愛情
が込められている
ことを、少しずつ
でも子ども自身に
伝えていきたいと
考えています。時
に言葉や態度が強
くなってしまうの
は、わが子の将来
を真剣に思うがゆ
えのものであり、
その根底には「大
切にしたい」「幸
せになってほし
い」という親とし
ての願いがあるこ
とを、子どもの心
にも優しく届けて
いけるよう努めて
いきたいです。
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